
背後地では、潮受堤防締切り後、調整池の淡水化やマイナス1ｍ管理により、農業産出額が拡大

１ 背後地では、潮受堤防締切り後、調整池が淡水化されることで塩害の心配が無くなり、調整池がマイナス１ｍと低く管理されて
いることから排水が改善されました。

２ そのため、畑作物である麦、大豆、たまねぎ、ばれいしょ、ブロッコリーやハウスなどの作付けが拡大し、農業産出額が約３億円
（Ｈ８）から約５億円（Ｈ１９）に増加しました。
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【図－２】背後地で作付けされている主な畑作物
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【図－１】背後地の畑作営農の推移（ＪＡ調べ等）

※市町村合併に伴い平成２０年以降の旧市町の統計値は把握できない。


